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旧
朝
鮮
半
島
出
身
労
働
者
問
題
に
関
連
し
、
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

昨
年
秋
、
韓
国
最
高
裁
が
日
本
企
業
に
旧
朝
鮮
半
島
出
身
労
働
者
へ
の
賠
償
を
命
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
韓
国
内
で
は
日
本

企
業
の
資
産
の
差
し
押
さ
え
手
続
が
進
め
ら
れ
、
今
後
、
現
金
化
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
資
産
を
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
日

本
企
業
に
実
害
が
生
じ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
日
本
政
府
と
し
て
韓
国
内
で
の
現
金
化
を
阻
止
す
る
手
立
て
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。 

二 

差
し
押
さ
え
ら
れ
た
日
本
企
業
資
産
が
現
金
化
さ
れ
る
事
態
に
お
い
て
、
日
本
企
業
の
資
産
的
、
経
済
的
損
失
に
対
し
、

現
行
制
度
上
、
政
府
と
し
て
そ
の
損
失
を
ど
の
よ
う
に
補
償
し
得
る
の
か
。
具
体
的
に
回
答
さ
れ
た
い
。 

三 

平
成
十
三
年
に
国
連
国
際
法
委
員
会
が
採
択
し
た
国
際
違
法
行
為
に
対
す
る
国
家
責
任
に
関
す
る
条
文
に
お
い
て
国
際
法

違
反
行
為
に
関
す
る
国
家
の
損
害
賠
償
義
務
が
明
文
化
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
内
容
は
条
約
化
ま
で
は
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

う
し
た
状
況
下
で
一
般
的
に
、
国
家
は
国
際
法
義
務
違
反
国
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
法
的
論
理
及
び
手
段
に
よ
っ
て
損
害
賠

償
請
求
を
行
う
の
か
。
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。 

四 

日
本
政
府
は
、
「
資
産
売
却
で
日
本
企
業
に
損
害
が
生
じ
た
場
合
、
『
国
際
法
違
反
を
是
正
し
な
か
っ
た
韓
国
の
国
家
責



 

２ 

 

任
』
を
問
い
、
企
業
の
損
害
額
に
応
じ
て
国
家
間
で
賠
償
を
求
め
る
方
針
」
を
固
め
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
令
和
元
年
六

月
二
十
二
日
付
毎
日
新
聞
）
。
政
府
は
、
こ
の
よ
う
な
方
針
を
固
め
た
の
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
こ
の
韓
国
内
で
の
日
本

企
業
の
資
産
の
差
し
押
さ
え
及
び
、
今
後
進
め
ら
れ
る
現
金
化
に
対
し
ど
の
よ
う
な
法
的
論
理
及
び
手
段
に
よ
っ
て
損
害
賠

償
請
求
を
行
う
の
か
。
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


